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野 1986､葉山 1987)｡従来､ ヒト以外の霊長
頬 (サル規)声門は､声IUT内転 (呼気)時たヒト
声門のように完全閉鎖せず声門裂に声帯問裂孔が
できるとしてきた｡このJ詔帯問裂孔のできること
が､サル声門の特性としてきた｡ところが最近の
知見では､ヒト声門の後郡7f門後壁を底辺とする
小円錐形の空隙ができることが確められた (平野
1986)｡この問題点を明確にするため､サル校の
喉頭ファイバースコープによる声門動態の試験観
察を実施した｡観察したサルは､原損亜日のツバ
イ科のコモンツバイ､ロリス料のオオギャラゴ､
真猿亜目の新世界ザルのキヌザル科のワタポウシ
パンシェ､オマキザル科のヨザル､フサオマキザ
ル､クモザル､旧世界ザルのオナガザル科のニホ
ンザルなど5科7属である｡ファイバースコープ
による試験観察した5科7属すべてのサルの胸郭
固定 ｢息こらえ｣のときの前部声門は､完全閉鎖
している｡｢息こらえ｣のときの後部声門 (呼吸
追)は､裂孔の大きさには差があるが､すべての
サルに後部声門後壁を底辺とする円錐形の空隙が
認められた｡｢息こらえ｣時の声門下腔からの呼
気流圧による反射的な喉頭前庭レベルの括約作用
によって､声門上方からの観察からは後部声門後
壁部の観察ができなかったクモザルとニホンザル
については､声門下腔からのファイバースコープ
による観察試験を実施した｡その結果､クモザル､
ニホンザルの後部Ji7門にも､後照を底辺とする円
錐形の空隙､すなわち､Jli門裂孔を確かめた｡ヒ
トを含む詔長蛇の胸郭国正 ｢息こらえ｣のときの
声門裂孔の計fTt的比較が可能な情報を得るため､
観察法を改良してサル輔の系統問の比較分析情報
fl料としたい｡
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